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令和３年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式

平成１９年２月２２日設置

平成２６年１２月１２日 四日市市地域公共交通網形成計画策定
（計画期間：平成２７年４月～令和７年３月）
（令和３年２月一部改訂）

令和２年７月２９日 フィーダー系統 確保維持計画策定等



１.直近の二次評価の活用・対応状況 2

直近の二次評価結果
事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

初年度のため該当なし



2.協議会等が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 3

 

四日市市の公共交通

３５駅を有する鉄道網を軸として近鉄四日市駅を起点にバス網が広がっており、市街
地を広くカバーするネットワークが形成され、人口の約９割は公共交通が利用できる
環境。

基本方針

コンパクトなまちづくり等を
支える公共交通の維持・活性
化

便利で安心して利用できる持
続可能な地域公共交通網の構
築

日常生活の中で地域公共交通
を利用したくなるサービスの
提供と雰囲気づくり

主な目標（抜粋）

①中心市街地への公共交通で
の来訪促進

②郊外部の移動手段確保

③運輸部門の低炭素化の促進

④乗り継ぎ利便性の向上



43.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

近鉄四日市駅周辺等整備事業

〇バスターミナルの整備（国直轄事業）
➡３箇所に分散しているバス乗降場を１箇所に集約し、利便性向上、交通結節点
機能強化を図る。

〇近鉄四日市駅周辺等整備事業（～2026年度）
➡居心地がよく、歩きたくなる魅力的なまちなかを形成する

【整備の前提条件（イメージ）】

目標①中心市街地への公共交通での来訪促進



5

四日市市デマンドタクシーの導入

市街化調整区域内の公共交通不便地域にお住まいの方の公共交通利用環境改善のた
め、予約に応じてタクシーを運行するサービスを令和３年１０月１日から開始。

利用対象者 四日市市内に住民登録があり、市街化調整
区域にお住まいの満７０歳以上の方。
※ただし、鉄道駅から直線距離で８００
メートル以内、または、バス停留所（高速
バス路線を除く）から３００メートル以内
にお住いの方は対象外。

利用概要 ・利用登録者に１か月あたり８枚の利用券
を郵送
・利用券１枚でタクシー料金から５００円
を差し引く
・１人１乗車につき、利用券を最大２枚ま
で利用可（上限 月8枚）

3.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

令和３年１１月末時点の利用状況

利用登録者数 88人

利用枚数 10月153枚 11月166枚

目標②郊外部の移動手段確保



63.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

ＢＲＴ（連節バス）導入の取り組み

交通事業者がＢＲＴ(連節バス)を導入するにあたり、道路環境整備、利用促進など、
関係者とともに取り組んでいる。（導入路線：四日市大学線〔近鉄富田駅－四日市大学・キオクシア〕）

目標③運輸部門の低炭素化の促進

検討会
設置

三岐鉄道BRT推進検討会を設置
（R3.2）し、関係者で協議し、導
入に取り組んでいる。

構成員 学識経験者、沿線企業、沿線大学、
道路管理者、警察、国、県、市
(道路関係、環境関係、交通関係)

駅前広場改修 乗降場の歩車道分離境界ブロック切り下げ



73.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

乗り継ぎ拠点の設置

・イオンタウンがバス停の敷地を無償提供
・三重交通が路線を延伸
・市が待合所（冷暖房完備）を整備（R2.2供用開始）
※商業施設のリニューアルに合わせることで、乗り継ぎだけでなく目的地にもなる
設定とした。

目標④乗り継ぎ利便性の向上

●三重交通と市で共同で支線バス「こにゅうどうくんライナー」をR2.10～運行開始
➩親しみやすく市公式マスコットキャラクターの名前を用い、車体ラッピングにより利用促進

👉四日市平田線の令和元年度と令和３年度の利用者数を比較すると、概ね利用者数が増加。

●幹線バス「四日市平田線」 R2.2.～乗り入れ開始



84.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

目標値：年間利用者数と収支率（前身の長沢線の実績値を基に設定）

計画策定当時 中間目標（H31度） 目標値（R6度）

網形成計画
郊外部の移動手段確保数

― ３箇所 ５箇所

目標値の考え方：団地再生や農村集落を維持するためには郊外部での移動手段確保が
必要。地域主体でのバス交通を検討する。

３地区でバスの実証実験をしたが、運行維持に見合う利用者確保ができなかった。

長沢線の廃線を機に支線バスこにゅうどうくんライナー（国補助）を導入し、
さらに、デマンドタクシーを導入して郊外部の移動手段を確保。

目標値 実績値 達成状況

こにゅうどうくんライナー
25,000人以上

30%以上
5,373人

8%

未達成
未達成

網形成計画

生活交通確保維持改善計画

考察：長沢線は近鉄四日市駅まで四日市平田線と重複運行していたことから利用が多
かったが、幹線（四日市平田線）と重複する区間を運行しないため見込みより
利用が少なかった。また、新型コロナウイルスの影響も受けている。

今後：実績を基に目標値を見直す。
上記評価について、１月１３日の公共交通会議で協議した。



5.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 9

課題

１．既存のバス路線維持のための利用環境整備

２．高齢者の運転免許返納に対応した利用促進

３．網形成計画では、特に高齢者の移動手段確保など関係部局との連携が図りにくい

対応方針

１．バス停の上屋設置に対する補助制度創設を検討する。

２．買い物ツアー、健康体操ツアー等を開催する。

３．地域公共交通計画への移行に取り組むにあたり、福祉部局との連携を図る。



（別添１）

令和4年1月13日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者
名等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行（航）区間、整備
内容等を記載（陸上交通に係る確保維持事業に
おいて、車両減価償却費等及び公有民営方式車
両購入費に係る国庫補助金の交付を受けている
場合、離島航路に係る確保維持事業において離
島航路構造改革補助（調査検討の経費を除く。）
を受けている場合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間
において、前回の事業評価
結果をどのように生活交通
確保維持改善計画に反映さ
せた上で事業を実施したか
を記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に基づく事業が適切に実
施されたかを記載。計画どおり
実施されなかった場合には、理
由等記載】

A
・
B
・
C
評
価

【計画に位置付けられた定量的
な目標・効果が達成されたかを、
目標ごとに記載。目標・効果が
達成できなかった場合には、理
由等を分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより適切な目標を記
載。改善策は、事業者の取り組みだけでなく、地
域の取り組みについて広く記載。特に、評価結果
を生活交通確保維持改善計画にどのように反映
させるか（方向性又は具体的な内容）を必ず記載
すること。】
※なお、当該年度で事業が完了した場合はその
旨記載

三重交通株式会社
こにゅうどうくんライナー（１系統）
県立医療センター～小山田温泉記念
病院

該当しない（令和２年１０月
から運行開始した路線であ
る）

A 計画どおりに運行している。 C

年間利用者数、収支率
（目標）２５,０００人、３０％以上
（実績）５,３７３人、８％

対目標値　　２１％、２７％（未達
成）
路線再編の影響が想定より大き
い、及び、コロナ禍による利用者
の減少

・当該路線に接続するバス路線及び鉄
道のダイヤ変更がある場合は、必要に
応じてダイヤ変更を実施する。（市、事
業者）
・目標値を実績にあわせて見直す。
（市、事業者）
・健康体操ツアー、買い物ツアーなど
の企画を実施する。（市）

四日市市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

1/2



（別添１－２）

令和4年1月13日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

・四日市市では、輸送力や定時性に優れる鉄道網を維持するとともに、バスやタクシー等の公共交通が相互に連携し、
都市機能が集積する中心市街地を中心とした効率的な交通ネットワークの構築を目指している。
・四日市平田線が近鉄四日市駅と鈴鹿市を南北に結ぶ幹線であり、イオンタウン四日市泊(乗り継ぎ拠点)で接続するこ
にゅうどうくんライナーは、市南西部の住民の中心市街地、鈴鹿市方面へのアクセス手段を確保するため不可欠であ
る。

四日市市都市総合交通戦略及び四日市市地域公共交通網形成計画に掲げる取り組みの方向に基づき、引き続き魅
力的なまちづくりに取り組む。
【取り組みの方向（戦略）】
　①自由に移動し交流できる公共交通体系づくり
　②円滑な交通を支える道づくり
　③まちなかの賑わいづくり
　④市民・公共交通事業者・行政の連携づくり

四日市市地域公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持補助金


